
（
前
編
の
続
き
） 

こ
れ
ま
で
に
は
苦
い
失
敗
も
経
験
し

な
が
ら
、
職
長
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
習

得
し
て
き
た
若
野
。
現
在
は
、
ベ
テ
ラ

ン
の
職
長
と
し
て
多
く
の
案
件
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
若
野
に
、
仕
事

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
理
由
や
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

働
く
魅
力 

長
年
ユ
ニ
ー
で
活
躍
し
て
き
た
若
野

に
と
っ
て
も
、
２
０
２
３
年
に
さ
く
ら

株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
な
っ
た

こ
と
は
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
と
い
う
。
一
番
の
変
化
は
、
人
員
が

揃
い
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
協
力
体
制
が

整
っ
た
お
か
げ
で
、
課
題
を
迅
速
に
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。 

加
え
て
、
人
数
が
増
え
る
と
人
間
関

係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
起
き
て
い

な
い
。
そ
こ
も
さ
く
ら
の
魅
力
の
一
つ

だ
と
思
っ
て
い
る
。
役
員
や
社
員
は
み

ん
な
親
切
で
、
ユ
ニ
ー
の
職
人
に
も
積

極
的
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
な
ど
、

日
々
周
り
か
ら
の
思
い
や
り
を
感
じ

る
。
こ
れ
か
ら
も
グ
ル
ー
プ
内
で
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
現
場
で
の
協
力
体
制
も
強

化
し
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。 

さ
く
ら
グ
ル
ー
プ
の

力
を
結
集 

最
近
、
さ
く
ら
グ
ル
ー
プ
の
力
が
感

じ
ら
れ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
携
わ
っ
て
い

た
、
宮
城
県
内
に
あ
る
大
和
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
案
件
だ
。
作
業
量
が
多
い
上
に

工
期
も
短
く
、
地
下
20
メ
ー
ト
ル
ま
で

物
を
降
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
、
難
易
度
の
高
い
作
業
も
含
ま

れ
て
い
た
。
当
初
か
ら
人
手
不
足
に
悩

ん
で
お
り
、
工
期
を
延
ば
せ
な
い
か
と

交
渉
す
る
も
、
変
更
は
叶
わ
ず
。
若
野

は
、会
社
や
元
請
企
業
と
の
間
に
立
ち
、

意
見
の
相
違
に
苦
し
み
、
精
神
的
に
も

負
担
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。 

し
か
し
２
０
２
３
年
12
月
に
Ｍ
＆
Ａ

が
実
現
し
た
こ
と
で
、
５
名
ほ
ど
だ
っ

た
作
業
員
を
、
最
大
20
名
ま
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ

プ
し
た
。
ま
た
、
人
手
が
増
え
た
だ
け

で
は
な
く
、
こ
ち
ら
の
要
望
通
り
に
現

場
に
適
し
た
技
術
を
も
っ
た
作
業
員
を

配
置
し
て
く
れ
た
た
め
、
作
業
を
よ
り

効
率
的
に
進
め
ら
れ
た
。
通
常
約
１
年

か
か
る
作
業
に
対
し
て
、
こ
の
案
件
は

半
年
以
内
と
い
う
厳
し
い
工
期
が
設
け

ら
れ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
予
定
よ
り

も
早
く
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
工
事
が
終
わ
っ
た
瞬
間
は
、感
激
し

ま
し
た
。
人
手
が
十
分
に
あ
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で
き
ま
し
た

ね
。
協
力
し
て
く
れ
た
職
人
の
み
な
さ

ん
に
は
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」。

先
輩
社
員
か
ら
の
言
葉
と

仲
間
の
存
在

若
野
が
ユ
ニ
ー
で
長
年
仕
事
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
理
由
は
、
２
点
あ
る
。
１

点
目
は
、
入
社
当
時
に
あ
る
先
輩
社
員

か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉
だ
。
異
業
種
か

ら
の
転
職
で
、
知
識
も
経
験
も
な
く
苦

戦
し
て
い
る
と
き
に
「
ユ
ニ
ー
で
行
っ

て
い
る
業
務
は
、
10
年
続
け
な
い
と
一

人
前
に
は
な
れ
な
い
も
の
だ
」
と
励
ま

し
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、「
よ
し
、

10
年
続
け
て
や
ろ
う
」
と
奮
起
し
、
前

向
き
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

２
点
目
は
、
仲
間
の
存
在
。
職
場
に

は
同
年
代
の
社
員
が
多
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
で
、
人
間
関
係
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。

周
り
に
は
、「
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

良
い
現
場
を
作
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
が
常
に
あ
っ

た
。
ま
た
、一
つ
の
現
場
が
終
わ
る
と
、

「
次
も
頑
張
ろ
う
」と
自
然
と
前
向
き
に

な
れ
る
環
境
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
経
験
値
を
増
や
し
ス
キ
ル
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。 

無
事
故
・
無
災
害
を

目
指
し
て 

今
後
の
目
標
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

第
一
で
無
事
故
・
無
災
害
で
現
場
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
だ
と
、
若
野
は
話
す
。

こ
れ
ま
で
は
人
手
不
足
が
事
故
の
リ
ス

ク
を
高
め
て
い
た
が
、
さ
く
ら
グ
ル
ー

プ
の
一
員
に
な
っ
た
現
在
は
、
適
切
な

人
員
を
十
分
に
配
置
で
き
る
。
職
人
に

も
、
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
た
た
め
、
よ
り
多
く
の
案
件

を
手
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 ま

た
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に

働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
作
れ
る
よ

う
、
尽
力
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
そ
の

た
め
に
も
、
グ
ル
ー
プ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
に
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

「
私
の
原
点
は
、『
無
災
害
の
現
場
』

と『
全
員
無
事
に
家
族
の
も
と
に
帰
す
』

の
２
点
。
こ
れ
ら
の
思
い
は
、
永
遠
に

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ

た
若
野
。
高
い
志
を
胸
に
、
今
日
も
若

野
は
前
向
き
に
突
き
進
ん
で
い
く
。 

設 立 年：2012 年４月

年　　商：11.6 億円
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	▲手前の作業者が若野

さくらだより
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ユニー 若
わ か

野
の

 直
な お

樹
き

	▲前列左端が若野



＼46.47号の巻頭インタビューにご登場／

ってこんな人！若野 直樹 さん

私の２年ほど後輩で、現場も工場も一緒です。普段
は「わっか」と呼んでいます。第一印象は「よくしゃべ
る人」。出身や好きなもの、どのようなお酒を飲んで
いるかなど話しました。入社した時期が近かったこと
もあり、仕事を教えるというよりは一緒に覚えるとい
う感じでした。わからないことがあれば一緒に考え、
仕事の進捗状況が良くないときにはお互いに作業を
手伝うなど、持ちつ持たれつの関係です。

若野さんとの関係性

若野さんを一言で表すと
ユニー
くま     い     ひろ  ゆき

熊居 寛之さん
責任感が強い
仕事に対する責任感が強く、工期が迫っている現場
では、私や他の業者の方に「土曜日は出られます
か？」「残業できますか？」と声をかけ、スケジュール
遵守に努めています。一方、出張先では一緒に楽し
くお酒を飲むなど、オン・オフのメリハリが利いてい
ます。

巻頭インタビューを飾った若野さんを深掘りすべく、熊居さんと小山田さんにお話を伺いました。

お二人ともが「責任感が強い」と口を揃えて話した、その人柄とは……？

入社した頃は細身の割にとても食
べる人でした。一緒に出張したとき
には、弁当や食事とは別に、「お腹が
減った」と深夜の牛丼屋で大盛りを
注文。彼の食べる様子を見ながら
「朝ご飯も食うのになあ」と心配して
いましたが、朝食も普通に食べてい
ました。１日に５～６食はとってい
たと思います。

思い出エピソード

若野さんは私の上司です。第一印象はよく食べてよく
動く、エネルギッシュな人。名字をとって「若」と呼んで
います。年齢は私の方が上で、若野さんからは「小山
田さん」と呼ばれています。私が入社した３年ほど後
に若野さんが入社したため、かれこれ20年来の付き
合いです。

今までほぼ同じ現場で一緒に仕事をしてきました。「少
し手を抜いても良いのでは」という場面でも、若野さん
は最後まで実直に取り組みます。そうした仕事に対す
る姿勢が見えるからこそ、仲間や会社から厚い信頼を
得られているのではないでしょうか。意見を交換しなが
ら仕事をすることも多く、特に大変な現場での仕事を成
し遂げたときは、大きな達成感を分かち合いました。

若野さんとの関係性

若野さんを一言で表すと

10年ほど前に、トンネルでの現場
で一緒に仕事をしたときのことで
す。仕事が長引き、トンネルの中で
夕食の弁当を食べながら「なかな
か仕事がうまくいかないね」と話
しました。コウモリがいる中で食べ
たカツ丼の味は忘れられません。

思い出エピソード

粘り強くやり抜く人
ユニー

     お    やま   だ　  ひろ  ゆき

小山田 弘幸さん

職長になって色々あ
ると思い

ますが、今までと変
わらず頑

張ってください。血圧
が上がら

ないよう、食事に気を
つけて！

メッセージ

お互いに安全第一で
怪我に気

をつけながら、頑張っ
ていきま

しょう。今後も意見
を出し合

い、スムーズに仕事
を進めて

いきたいと思っていま
す。

メッセージ

鈴木さんの
凄い腕を紹介

さ
く
ら
グ
ル
ー
プ

社
員
の腕

社員一人ひとりの高い技術は、

当社が誇る「宝」です。

今回ご紹介するのは

勤続45年を超える鈴木さん。

鉄板の曲げ加工が得意だと語る

鈴木さんに、これまでの経験や

技術を通して感じるやりがいを

教えていただきました。

ユニー  工場長

鈴木 豊巳さん
すずき                とよみ

第3弾
鉄板曲げ加工が得意です。途中で歪まないよう慎重に作業を進め、徐 に々真

円の円筒形に近づけていきます。工場での作業は直径３mのサイズが多いので

すが、現場によっては直径15～20mになることも。以前、仙台にある南蒲生浄

化センターでガスタンクの製作を担当した際には、およそ３か月かけて円筒に仕

上げました。技術を習得するには、とにかく経験を積むしかありません。私も10～

20年かけて体で感覚を掴んできました。

一番得意とする技術

真円の円筒に仕上げる曲げ加工

ガスタンクや燃料タンクは、この先何十年も使われる製品です。その製作に関

わっていることにやりがいを感じています。印象に残っているのは、アスファルト

タンクに携わったときのこと。工場で１か月にわたり加工を行ってきました。製品

ができ上がり、いよいよ出荷。トレーラーを見送る瞬間には感慨深い気持ちに

なりました。

何十年も使われるタンクの製作

現場で使用している機械に関する相談を受けています。故障の連絡があった際

には現場へ調査に行き、経年劣化の場合は入れ替えを検討することも。社内の

新人に対して、機械工具の使い方などの教育も行っています。

現在の業務内容

機械設備関係と新人教育

私もこれまで何度も失敗してきました。しかし、そこで思い詰めるのではなく切り

替えることが大事。次に活かしながら経験を重ねていくのです。皆さんも失敗を

恐れずにチャレンジし続けてほしいと思っています。

若手社員へのアドバイス

チャレンジを続けることが大切

技術力を活かし、やりがいを感じた仕事


